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冒
頭
、
平
木
勇
会
長
が
挨

拶
し
、
「
開
拓
営
農
を
は
じ

め
と
し
た
農
業
・
畜
産
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し

て
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
会
は
、
会
員
・
生

産
者
か
ら
頼
っ
て
い
た
だ
け

る
、
魅
力
あ
る
組
織
と
な
る

よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
り

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

基
本
姿
勢
を
表
明
し
た
。

続
い
て
、
農
水
省
畜
産
局

企
画
課
（
総
括
班
）
課
長
補

佐
の
大
竹
匡
巳
氏
と
、
農
林

中
央
金
庫
食
農
法
人
営
業
本

部
食
農
金
融
部
長
の
奥
田
康

一
郎
氏
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ

た
。次

に
、
議
長
に
三
瓶
開
拓

酪
農
農
協
代
表
理
事
組
合
長

の
西
谷
悟
郎
氏
を
選
任
し
て

議
事
に
移
っ
た
。

第
１
号
議
案
＝
第
７４
年
度

（
２１
年
度
）
事
業
報
告
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

注
記
表
、
剰
余
金
処
分（
案
）

及
び
附
属
明
細
書
承
認
に
つ

い
て
―
が
上
程
さ
れ
、
圷
代

表
監
事
の
監
査
報
告
を
受
け

て
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案
＝
７５
年
度

（
２２
年
度
）
事
業
計
画
設
定

に
つ
い
て
、
第
３
号
議
案
＝

７５
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
に
つ
い
て
、
第
４
号
議
案

＝
退
任
理
事
に
対
す
る
退
任

給
与
金
の
支
出
に
つ
い
て
、

第
５
号
議
案
＝
定
款
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
―
も
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決
し

た
。第

６
号
議
案
＝
任
期
満
了

に
よ
る
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
―
は
、
１０
月
３
日
に
開
催

さ
れ
た
役
員
推
薦
会
議
に
基

づ
く
役
員
候
補
者
名
簿
が
告

知
さ
れ
、
投
票
。
理
事
及
び

監
事
が
原
案
ど
お
り
決
定
し

た
。▽

理
事

新
津
賀
庸（
北
海
道
・
再
）

山
口
正
雄
（
青
森
・
再
）

菊
地
文
夫
（
栃
木
・
再
）

平
木
勇
（
長
崎
・
再
）

中
西
義
信
（
熊
本
・
新
）

増
田
昌
洋
（
実
務
精
通
者

・
新
）

▽
監
事

圷
幸
一
（
岩
手
・
再
）

石
原
文
義
（
鳥
取
・
再
）

黒
岩
優
（
宮
崎
・
再
）

最
後
に
付
帯
決
議
案
が
上

程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認

し
、
閉
会
し
た
。

総
会
後
、
理
事
会
及
び
監

事
会
が
開
か
れ
、
代
表
理
事

会
長
に
新
津
賀
庸
氏
、
代
表

理
事
専
務
に
増
田
昌
洋
氏
、

代
表
監
事
に
圷
幸
一
氏
を
互

選
し
た
。

◇

第
７４
年
度
の
事
業
取
扱
高

は
、
購
買
事
業
が
１
１
３
億

１
２
７
０
万
円
、
販
売
事
業

が
３
３
１
億
６
６
０
７
万

円
、
合
計
で
４
４
４
億
７
８

７
７
万
円
の
実
績
と
な
っ

た
。第

７５
年
度
の
事
業
取
扱
高

は
、
購
買
事
業
が
１
０
８
億

５
７
５
４
万
円
、
販
売
事
業

が
３
１
３
億
４
６
６
６
万

円
、
合
計
で
４
２
２
億
４
２

０
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

新
津
新
会
長
の
略
歴

全
開
連
の
新
会
長
に
就
任

し
た
新
津
賀
庸
氏
は
、
１
９

５
４
年
生
ま
れ
の
６８
歳
。
足

寄
町
農
協
代
表
理
事
組
合

長
、
北
海
道
チ
ク
レ
ン
農
協

連
経
営
管
理
委
員
会
会
長
、

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン
ミ
ー
ト

取
締
役
会
長
。

１３
年
、
全
開
連
理
事
及
び

全
日
本
開
拓
者
連
盟
中
央
常

任
委
員
に
就
任
。
１６
年
１０
月

〜
２２
年
１０
月
、
全
開
連
副
会

長
を
務
め
る
。

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
開
連
）
は
１０
月
２８
日
、
東
京
・
赤
坂
の
三
会
堂
ビ
ル
石
垣
記
念
ホ
ー
ル
で
第
７４

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
第
７４
年
度
（
２１
年
度
：
２１
年
８
月
１
日
か
ら
２２
年
７
月
３１
日
ま
で
）
事
業
報
告
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表
、
剰
余
金
処
分
案
な
ど
を
承
認
し
、
第
７５
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
っ
た
。
総
会
後
に
開
い
た
理
事
会
で
、
新
代
表
理
事
会
長
に
北
海
道
チ
ク
レ
ン
農
協
連
経

に
い

つ

の
り
つ
ね

ま
す

だ

ま
さ
ひ
ろ

営
管
理
委
員
会
会
長
の
新
津
賀
庸
氏
、
新
代
表
理
事
専
務
に
全
開
連
顧
問
の
増
田
昌
洋
氏
を
選
任
し
た
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
（
西

谷
悟
郎
会
長
）
は
、
２２
年
度

の
「
開
拓
肥
育
牛
生
産
支
援

特
別
対
策
事
業
」
の
参
加
申

請
受
付
を
開
始
し
た
。
開
拓

農
家
の
肥
育
出
荷
牛
が
事
業

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
一

定
の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交

付
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
落
ち
込
ん
で
い
た
牛
肉
需

要
や
枝
肉
価
格
は
回
復
基
調

に
あ
る
も
の
の
、
未
だ
に
コ

ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
は
回
復

し
て
い
な
い
。
加
え
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紛
争
等
に
よ
る
生
産

資
材
価
格
の
高
騰
で
、
肥
育

農
家
の
経
営
は
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
開
拓
肥

育
牛
生
産
支
援
特
別
対
策
事

業
（
以
下
「
事
業
」
）
は
、

２０
年
度
か
ら
の
３
ヵ
年
事

業
。
肥
育
牛
生
産
に
取
り
組

む
開
拓
農
家
の
経
営
の
維
持

と
営
農
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
事
業
の
主
な
内
容
】

助
成
金
の
交
付
対
象
者

は
、全
国
開
拓
振
興
協
会（
以

下
「
協
会
」
）
の
会
員
及
び

会
員
の
構
成
員
以
外
の
開
拓

農
家
（
以
下
「
会
員
等
」
）

と
す
る
。

２１
年
度
ま
で
は
、国
の「
肥

育
牛
経
営
改
善
等
緊
急
対
策

事
業
」
に
よ
り
、
奨
励
金
の

交
付
対
象
と
な
っ
た
開
拓
農

家
の
肥
育
牛
に
対
し
、
一
定

の
範
囲
内
で
助
成
金
を
交
付

し
て
き
た
。
こ
の
事
業
は
２１

年
５
月
を
も
っ
て
終
了
し
た

た
め
、
２２
年
度
は
、
実
施
要

領
の
一
部
を
改
正
し
て
事
業

を
実
施
す
る
。

事
業
の
交
付
基
準
と
し

て
、
２２
年
４
月
１
日
〜
９
月

３０
日
に
販
売
（
販
売
日
が
基

準
と
な
る
）
さ
れ
た
開
拓
農

家
の
肥
育
牛
に
つ
い
て
、
会

員
等
か
ら
協
会
へ
助
成
金
交

付
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
１
頭
当
た
り
５
千
円
の

助
成
金
を
交
付
す
る
。

た
だ
し
、
１
経
営
体
当
た

り
の
交
付
上
限
頭
数
を
同
期

間
の
販
売
実
績
に
応
じ
て
設

定
す
る
。

▽
交
付
基
準
（
例
）

・
販
売
実
績
１
〜
４５
頭
↓
交

付
上
限
頭
数
３０
頭

・
同
４６
〜
９０
頭
↓
同
５９
頭

・
同
９１
〜
１
３
５
頭
↓
同
８９

頭
な
お
、
事
業
費
は
５
千
万

円
を
限
度
と
す
る
。

【
事
業
参
加
申
請
】

①
会
員
が
申
請
す
る
場
合

会
員
の
構
成
員
か
ら
提
出

の
あ
っ
た
「
開
拓
肥
育
牛
生

産
支
援
特
別
対
策
事
業
実
施

計
画
書
」（
様
式
１
）
を「
開

拓
肥
育
牛
生
産
支
援
特
別
対

策
事
業
集
計
表
」
に
取
り
ま

と
め
の
上
、
「
事
業
参
加
申

請
書
」
（
様
式
２
）
と
と
も

に
協
会
に
提
出
す
る
。

②
会
員
の
構
成
員
以
外
の

開
拓
農
家
が
申
請
す
る
場
合

様
式
１
及
び
様
式
２
を
作

成
の
上
、
直
接
、
協
会
に
提

出
す
る
。
こ
の
場
合
、
申
請

者
は
様
式
８
に
よ
り
、
開
拓

関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
を
併
せ
て
提
出
す

る
。
た
だ
し
、
２０
年
度
ま
た

は
２１
年
度
事
業
に
お
い
て
開

拓
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
書
類
を
提
出
し
て
い
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。助

成
金
交
付
の
公
正
性
を

確
保
す
る
た
め
、
実
務
精
通

者
等
に
よ
る
審
査
委
員
会
を

設
置
。
事
業
実
施
計
画
書
等

の
提
出
期
限
は
２２
年
１１
月
末

日
と
す
る
。
協
会
は
、
そ
の

内
容
を
審
査
委
員
会
で
審
査

し
、
事
業
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
に
は
、
会
員
等

に
事
業
参
加
承
認
書
を
通
知

す
る
。

事
業
参
加
申
請
等
の
流
れ

は
図
の
と
お
り
（
会
員
等
の

必
要
書
類
を
は
じ
め
、
交
付

上
限
頭
数
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
っ
て
い
る
事
業
実
施
要

領
を
参
照
）
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
は

１２
月
１５
日
か
ら
２
週
間
、

豪
州（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

の
農
畜
産
業
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
配
信
す
る
。

諸
外
国
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収
束
が

見
込
め
な
い
た
め
、
２２
年
度

の
海
外
研
修
事
業
は
、
現
地

視
察
研
修
に
代
え
て
、
豪
州

の
農
畜
産
業
の
現
状
等
に
つ

い
て
取
材
し
、
記
録
媒
体
に

よ
り
会
員
等
に
紹
介
す
る
こ

と
と
し
た
。

取
材
場
所
は
農
畜
産
業
が

盛
ん
な
同
国
東
部
。
生
産
者

や
農
畜
産
業
関
連
施
設
・
機

関
の
情
報
を
紹
介
す
る
。

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

近
々
、
視
聴
方
法
を
掲
載
す

る
。配
信
を
行
う
と
と
も
に
、

会
員
等
へ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を

作
成
し
て
配
布
す
る
。

２０２２年度 開拓肥育牛生産支援特別対策事業 手続きフロー図
備 考

会員・会員外の開拓農家は、事業実施計画
書及び参加申請書を１１月末日までに提出し
てください。
協会は参加計画書等を審査し、承認書を通
知します。

会員・会員外の開拓農家は、助成金交付申
請書を提出してください（締切：１月１６日
まで）。証憑類等（写）を添付のこと。
協会は実績報告書を審査の上、助成金交付
決定通知をするとともに助成金を交付（２
月中）します。

会員・会員外の開拓農家は、事業実績完了
報告書を提出してください（締切：３月２
日まで）。証憑類等（写）を添付のこと。
助成金交付後に要件違反が確認された場
合、会員・会員外の開拓農家は、当該助成
金を３月末日までに返還してください。

全国開拓振興協会会員・会員外の開拓農家

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

豪
州
の
農
畜
産
業
情
報
を
配
信

第
７４
回
通
常
総
会
を
開
催

全開連

１２
月
１５
日
、振
興
協
会

役
員
改
選

新
会
長
に
新
津
賀
庸
氏

振興協会

新津新会長

開
拓
牛
生
産
支
援
を
継
続
実
施

２２
年
度
事
業
参
加
申
請
受
付
開
始

・「食料・農業 知っておきたい話」―１１５（２面）
・瀬戸氏（神奈川）２年連続最優秀賞 東日本地区
開拓牛枝肉共進会 （３面）
・直近１ヵ月の食品ロス、野菜が上位 （４面）
・ミナミキイロアザミウマ 効率的に防除（５面）
・乳用牛育成期 飼料コスト１３％削減 （６面）
・黒毛去勢 出荷月齢を１ヵ月短縮可能 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

全
開
連
新
役
員
陣
。
右
か
ら

増
田
専
務
、
中
西
・
菊
地
・

山
口
・
平
木
の
各
理
事
、
新

津
会
長
、
圷
代
表
監
事
、
石

原
・
黒
岩
の
各
監
事

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

開拓牛生産支援事業実施計画書
・参加申請書（様式１、２）

開拓牛生産支援事業助成金交付
申請書（様式４）

開拓牛生産支援事業実績完了報
告書（様式６）

開拓牛生産支援事業
要領様式改定版案内

開拓牛生産支援事業
参加承認書（様式３）

開拓牛生産支援事業助成
金交付通知書（様式５）

開拓牛生産支援事業事業
確定通知書（様式７）

助成金交付
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農
水
省
は
１０
月
２０
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
米
穀

の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に

関
す
る
基
本
指
針
の
変
更

（
案
）
を
示
し
、
了
承
さ
れ

た
。
２３
年
産
の
主
食
用
米
に

つ
い
て
、
２２
年
産
の
生
産
量

や
、
今
後
の
需
要
見
通
し
等

を
踏
ま
え
、
需
要
に
見
合
っ

た
「
適
正
生
産
量
」
を
６
６

９
万
㌧
と
設
定
し
た
。
２２
年

産
の
予
想
収
穫
量
（
６
７
０

万
㌧
）
の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

り
、
同
年
産
並
み
の
作
付
け

転
換
（
転
作
）
が
必
要
と
な

る
。少

子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、

主
食
用
米
の
消
費
量
は
毎
年

１０
万
㌧
程
度
減
少
し
て
い

る
。
２１
／
２２
年
（
２１
年
７
月

〜
２２
年
６
月
）
の
需
要
実
績

は
７
０
２
万
㌧
だ
っ
た
。
２２

／
２３
年
（
２２
年
７
月
〜
２３
年

６
月
）
の
需
要
見
通
し
は
、

７
月
に
策
定
し
た
基
本
指
針

の
６
９
２
万
㌧
を
「
６
９
１

万
㌧
〜
６
９
７
万
㌧
」
に
変

更
し
た
。

１
人
当
た
り
の
消
費
量

（
５５
・
４
㌔
、
推
計
値
）
に

２２
年
１０
月
１
日
現
在
の
人
口

を
乗
ず
る
と
６
９
１
万
㌧
に

な
る
が
、
直
近（
７
〜
１０
月
）

の
米
の
販
売
量
が
前
年
の
同

期
間
に
比
べ
増
加
し
て
い
る

こ
と
等
を
踏
ま
え
、
幅
を
も

た
せ
た
。
結
果
、
２３
年
６
月

末
の
民
間
在
庫
量
は
、
適
正

水
準
の
上
限
と
さ
れ
る
２
０

０
万
㌧
を
下
回
る
１
９
１
万

〜
１
９
７
万
㌧
と
な
る
見
通

し
（
表
）
。

２３
／
２４
年
（
２３
年
７
月
〜

２４
年
６
月
）
の
需
要
見
通
し

は
、
１
人
当
た
り
消
費
量
を

前
年
比
０
・
６
㌔
減
の
５４
・

８
㌔
と
推
計
し
、
人
口
（
推

計
値
）
を
乗
じ
て
６
８
０
万

㌧
と
し
た
。
２４
年
６
月
末
の

民
間
在
庫
量
は
１
８
０
万
〜

１
８
６
万
㌧
と
な
り
、
需
給

が
安
定
す
る
見
通
し
。

２２
年
産
は
、
国
に
よ
る
生

産
目
標
数
量
の
配
分
が
廃
止

さ
れ
た
１８
年
産
以
降
、
初
め

て
生
産
量
が
適
正
生
産
量
を

下
回
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

２３
年
産
も
２２
年
産
と
同
水
準

の
生
産
量
と
す
る
た
め
に

は
、
作
付
け
転
換
の
定
着
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

資
金
繰
り
に
行
き
詰
ま

る
畜
産
農
家
に
輸
出
力

強
化
？

https://www.jacom.or.
jp/nousei/news/2022/10/22
1011-62066.php

が
次
の
よ
う

に
報
じ
た
。

岸
田
首
相
は
２
０
２
２
年
１０
月

１０
日
、
鹿
児
島
県
を
訪
れ
、
「
車

座
対
話
に
お
い
て
飼
料
価
格
の
高

騰
や
子
牛
価
格
の
下
落
等
に
よ
っ

て
和
牛
に
関
わ
っ
て
い
る
皆
様
方

が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
、
飼
料

の
国
産
化
や
堆
肥
の
肥
料
利
用
拡

大
な
ど
、
生
産
基
盤
を
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、

ま
た
輸
出
の
強
化
等
に
よ
る
稼
ぐ

力
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て

再
認
識
し
た
」
と
述
べ
た
。

そ
の
う
え
で
今
月
中
に
策
定
す

る
総
合
経
済
対
策
の
中
に
、
稲
作

農
家
と
畜
産
農
家
が
連
携
し
た
国

産
飼
料
の
供
給
・
利
用
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
新
た
な

支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
や
、

畜
産
農
家
、
肥
料
メ
ー
カ
ー
、
子

牛
農
家
が
連
携
し
て
、
堆
肥
等
の

肥
料
利
用
を
拡
大
す
る
取
り
組
み

に
対
す
る
新
た
な
支
援
制
度
の
創

設
、
さ
ら
に
牛
肉
を
輸
出
す
る
た

め
の
高
度
な
衛
生
管
理
施
設
整
備

へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
を
盛

り
込
む
方
針
を
示
し
た
。
そ
の
う

え
で
「
こ
う
し
た
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
う
え
で
、
肥
料
・
飼
料
の
国

産
化
や
円
安
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し

た
農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
な
ど

に
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。◇

資
金
繰
り
が
で
き
な
く
な
っ
て

廃
業
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

畜
産
農
家
に
、
今
必
要
な
の
は
、

飼
料
国
産
化
推
進
の
前
に
緊
急
の

赤
字
補
て
ん
、
無
利
子
・
無
担
保

融
資
の
拡
充
な
ど
で
は
な
い
の

か
。
し
か
も
、
な
ぜ
輸
出
振
興
？

ま
だ
何
も
現
場
の
実
態
認
識
が
で

き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
理
解
に
苦

し
む
。

メ
デ
ィ
ア
報
道
は
強
化

さ
れ
つ
つ
あ
る

一
方
、
メ
デ
ィ
ア
は
、
最
近
、

酪
農
・
畜
産
の
苦
境
を
よ
く
伝
え

て
く
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
酪
農

経
営
は
２
重
苦
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
３
重

苦
と
伝
え
た
。
た
だ
し
、
現
実
は
、

２
重
苦
、
３
重
苦
を
は
る
か
に
超

え
た
７
重
苦
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。限
界
を
超
え
て
い
る
。こ
れ

以
上
の
放
置
は
許
容
で
き
な
い
。

①
生
産
資
材
暴
騰

一
昨
年
に
比
べ
て
肥
料
２
倍
、

飼
料
２
倍
、
燃
料
３
割
高
、
と
言

わ
れ
る
生
産
コ
ス
ト
高
。

②
農
産
物
の
販
売
価
格
は
低
迷

コ
ス
ト
が
暴
騰
し
て
も
、
価
格

転
嫁
が
で
き
な
い
農
畜
産
物
価
格

の
低
迷
。

③
副
産
物
収
入
の
激
減

追
い
討
ち
を
か
け
る
乳
雄
子
牛

な
ど
、
子
牛
価
格
の
暴
落
に
よ
る

副
産
物
収
入
の
激
減
。

④
強
制
的
な
減
産
要
請

さ
ら
に
、
こ
れ
以
上
搾
っ
て
も

受
乳
し
な
い
と
い
う
減
産
要
請
が

追
い
討
ち
を
か
け
る
。

⑤
乳
製
品
在
庫
処
理
の
多
額
の

農
家
負
担
金

脱
脂
粉
乳
在
庫
の
処
理
に
北
海

道
の
酪
農
家
だ
け
で
１
０
０
億
円

規
模
の
負
担
は
重
く
の
し
か
か

る
。⑥

輸
入
義
務
で
な
い
の
に
続
け

る
大
量
の
乳
製
品
輸
入

「
低
関
税
で
輸
入
す
べ
き
枠
」を

「
最
低
輸
入
義
務
」と
言
い
張
り
、

国
内
在
庫
が
過
剰
で
も
莫
大
な
輸

入
は
続
け
る
異
常
事
態
の
継
続
。

⑦
他
国
で
当
た
り
前
の
政
策
が

発
動
さ
れ
な
い

コ
ス
ト
高
に
よ
る
赤
字
の
補
て

ん
、政
府
が
在
庫
を
持
ち
、国
内
外

の
援
助
に
活
用
す
る
と
い
う
他
国

で
は
当
た
り
前
の
政
策
が
な
い
。

乳
製
品
需
給
の
緩
和
は
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
政
策
に
よ
る
増
産
誘
導

と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
庫
増
が
主

因
で
酪
農
家
の
せ
い
で
な
い
。
需

給
緩
和
だ
か
ら
と
言
っ
て
赤
字
で

苦
し
む
酪
農
家
の
乳
価
を
上
げ
ら

れ
な
い
と
い
う
の
も
、
乳
価
を
据

え
置
い
て
乳
製
品
在
庫
処
理
の
多

額
の
負
担
金
を
酪
農
家
に
出
さ
せ

る
の
も
不
条
理
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
在
庫
増
分
は
余
っ

て
い
る
の
で
な
く
足
り
て
な
い
と

い
う
こ
と
。
搾
る
な
、
牛
処
分
し

ろ
、
で
な
く
、
政
府
が
増
産
促
し
、

他
国
の
よ
う
に
買
い
上
げ
、
国
内

外
の
援
助
に
活
用
す
る
の
に
財
政

出
動
す
れ
ば
、消
費
者
も
助
け
、在

庫
も
減
り
、
食
料
危
機
に
も
備
え

ら
れ
る
。そ
れ
を
せ
ず
に
、強
制
的

な
減
産
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
牛
処
分
し
ろ
と
言
い
な
が

ら
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る

増
産
誘
導
は
な
ぜ
続
け
る
の
か
。

さ
ら
に
、
生
乳
換
算
１３
・
７
万

㌧
も
の
乳
製
品
輸
入
（
低
関
税
を

適
用
す
る
枠
）
は
国
際
的
な
輸
入

義
務
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
需
給

緩
和
の
と
き
に
も
日
本
だ
け
が
莫

大
な
輸
入
を
履
行
し
続
け
る
の

か
。
し
か
も
、
国
際
乳
製
品
価
格

は
上
昇
し
、
国
産
の
ほ
う
が
安
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
国
産
を

在
庫
に
し
て
、
高
い
輸
入
品
を
買

い
続
け
て
処
理
に
困
る
と
い
う
異

常
事
態
は
極
ま
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
上
、
欧
米
が
所
得
の
１
０

０
％
を
超
え
る
補
助
金
や
「
乳
価

―
餌
代
」
の
マ
ー
ジ
ン
補
償
で
酪

農
家
の
赤
字
を
政
策
で
埋
め
て
い

る
の
と
は
、
政
策
も
雲
泥
の
差
が

つ
い
て
る
。

自
ら
命
を
絶
た
れ
て
し
ま
う
農

家
が
後
を
絶
た
な
い
。
も
う
限
界

を
超
え
て
い
る
。
政
府
は
動
い
て

ほ
し
い
。
消
費
者
も
小
売
業
界
も

メ
ー
カ
ー
も
輸
入
依
存
を
脱
却

し
、
国
産
を
支
え
よ
う
。
国
際
乳

ひ
っ

製
品
需
給
は
逼
迫
基
調
で
各
国
の

乳
価
、
乳
製
品
価
格
も
上
昇
し
、

日
本
酪
農
の
競
争
力
も
高
ま
り
つ

し
の

つ
あ
る
。
今
を
凌
げ
ば
未
来
は
拓

け
る
。
酪
農
家
さ
ん
、
踏
ん
張
っ

て
下
さ
い
。

第115回

農
水
省
は
１１
月
９
日
、
２２

年
産
水
稲
の
作
付
面
積
及
び

予
想
収
穫
量
（
１０
月
２５
日
現

在
）
を
発
表
し
た
。
全
国
の

主
食
用
米
の
予
想
収
穫
量
は

６
７
０
万
２
千
㌧
で
、
前
年

産
（
７
０
０
万
７
千
㌧
）
に

比
べ
３０
万
５
千
㌧
（
４
・
４

％
）
減
少
す
る
見
込
み
。
同

省
が
示
す
適
正
生
産
量
（
６

７
５
万
㌧
）
を
４
万
８
千
㌧

（
０
・
７
％
）
下
回
っ
て
い

る
。

水
稲
の
作
付
面
積
（
子
実

用
）
の
う
ち
、
主
食
用
米
の

作
付
面
積
は
１
２
５
万
１
千

㌶
で
、
前
年
産
実
績
（
１
３

０
万
３
千
㌶
）
に
比
べ
５
万

２
千
㌶
（
４
・
０
％
）
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
外

食
需
要
の
低
迷
な
ど
で
過
剰

と
な
っ
た
民
間
在
庫
量
が
減

少
し
、
需
給
は
改
善
に
向
か

う
見
通
し
と
な
っ
た
。

全
国
の
水
稲
の
作
況
指
数

（
平
年
＝
１
０
０
）

は
１
０
０
で
「
平

年
並
み
」
の
見
込

み
。
主
産
地
の
北

海
道
は
１
０
６
で
「
良
」
、

東
北
は
９８
で「
や
や
不
良
」、

関
東
・
東
山
は
９９
で
「
平
年

並
み
」が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

東
北
、
北
陸
、
関
東
・
東
山

及
び
九
州
で
は
、
日
照
不
足

や
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
全
籾
数
が
平
年
を
下
回

る
地
域
や
、
登
熟
が
平
年
を

下
回
る
地
域
が
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
、
全
国
の
１０
㌃
当
た

り
予
想
収
量
は
、
前
年
産
比

２
㌔
減
の
５
３
７
㌔
が
見
込

ま
れ
る
。

主
食
用
作
付
面
積
に
１０
㌃

当
た
り
予
想
収
量
を
乗
じ
た

予
想
収
穫
量
は
６
７
０
万
２

千
㌧
と
な
っ
た
。

中
央
酪
農
会
議
（
中
酪
）

は
１０
月
１７
日
、
２２
年
９
月
分

の
用
途
別
販
売
実
績
を
発
表

し
た
。
全
国
の
指
定
生
乳
生

産
者
団
体
（
指
定
団
体
）
の

総
受
託
乳
量
は
前
年
同
月
比

０
・
９
％
減
の
５６
万
９
４
３

８
㌧
と
な
り
、
２
ヵ
月
連
続

で
前
年
同
月
を
下
回
っ
た
。

生
乳
需
要
の
低
迷
に
よ
る

需
給
緩
和
を
受
け
て
、
生
産

抑
制
の
取
り
組
み
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
総
受
託
乳
量
の

内
訳
は
、
北
海
道
が
前
年
同

月
比
２
・
０
％
減
の
３３
万
８

４
３
㌧
、
都
府
県
が
１
・
８

％
減
の
２３
万
８
５
９
６
㌧
。

８
月
以
降
、
北
海
道
、
都
府

県
と
も
前
年
同
月
を
下
回
っ

て
い
る
。

２２
年
度
上
半
期
（
４
〜
９

月
）
累
計
の
受
託
乳
量
は
、

北
海
道
が
前
年
同
期
比
０
・

５
％
増
、
都
府
県
が
０
・
９

％
減
、
合
計
は
０
・
１
％
減
。

都
府
県
の
受
託
乳
量
を
指
定

団
体
別
に
み
る
と
、
関
東
以

外
の
全
て
の
地
域
で
前
年
同

期
を
下
回
っ
た
。

用
途
別
販
売
乳
量
を
み
る

と
、
飲
用
牛
乳
等
向
け
は
、

需
要
が
減
少
し
た
前
年
を
さ

ら
に
下
回
っ
て
推
移
し
て
い

る
。
最
需
要
期
の
９
月
も
２７

万
４
８
７
３
㌧
と
、
前
年
同

月
比
１
・
７
％
減
だ
っ
た
。

上
半
期
累
計
で
は
、
飲
用

牛
乳
等
向
け
は
２
・
０
％
減
、

は
っ
酵
乳
等
向
け
は
１
・
２

％
減
。
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー

等
向
け
は
２
・
０
％
増
、
生

ク
リ
ー
ム
等
の
液
状
乳
製
品

向
け
は
０
・
９
％
増
、
チ
ー

ズ
向
け
は
４
・
７
％
増
と
そ

れ
ぞ
れ
増
え
て
い
る
。

全
開
連
人
事

（
１０
月
２８
日
付
）

退
職
（
役
員
就
任
）
増
田

昌
洋

（
１１
月
１
日
付
）

▽
東
日
本
支
所
次
長

兼

務

同
支
所
岩
手
事
業
所
長

（
同
支
所
次
長
）
酒
井
浩
太

▽
北
海
道
支
所
次
長
（
東

日
本
支
所
岩
手
事
業
所
長
）

中
村
洋
之
輔

２０２２年／２３年及び
２３／２４年の主食用米等の需給見通し

（単位：万トン）

２１８

６７０

８８８

６９１～６９７

１９１～１９７

１９１～１９７

６６９

８６０～８６６

６８０

１８０～１８６

Ａ

Ｂ

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

Ｄ

Ｅ＝Ｃ―Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ＝Ｅ＋Ｆ

Ｈ

Ｉ＝Ｇ―Ｈ

２２年６月末民間在庫量

２２年産主食用米等生産量

２２／２３年主食用米等供給量計

２２／２３年主食用米等需要量

２３年６月末民間在庫量

２３年６月末民間在庫量

２３年産主食用米等生産量

２３／２４年主食用米等供給量計

２３／２４年主食用米等需要量

２４年６月末民間在庫量

２２
年
産
米
の
収
穫
量
３０
万
㌧
減

「
適
正
生
産
量
」６６９
万
㌧
に
設
定

作
付
面
積
４
％
減
、作
況「
平
年
並
み
」

２３
年
産
米
、農
水
省
が
基
本
指
針
示
す

飲用牛乳等需要が低迷

受託乳量 前年割れ

中酪販売実績

現場の深刻さは理解されているか現場の深刻さは理解されているか
東京大学教授 鈴木宣弘氏
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未
経
産

宮
林
氏

経

産

鈴
木
氏

花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー

全
開
連
は
１１
月
１
日
か
ら

４
日
に
か
け
て
、
東
京
食
肉

市
場
で
２２
年
度
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
催

し
た
。
東
北
・
関
東
６
県
か

ら
交
雑
種
３７
頭（
去
勢
２０
頭
、

雌
１７
頭
）
が
出
品
さ
れ
た
。

最
終
日
に
枝
肉
格
付
・
審

査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
が
選
ば
れ

た
。
最
優
秀
賞
は
、
神
奈
川

県
の
瀬
戸
新
一
郎
氏
の
出
品

牛
に
決
定
。
瀬
戸
氏
は
２
年

連
続
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し

た
。
２４
ヵ
月
齢
の
雌
牛
で
、

種
雄
牛
は「
奈
津
百
合
１
」。

枝
肉
重
量
５
２
９
・
０
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６７
㎠
、
ば
ら

の
厚
さ
９
・
１
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
１０
で
、
格
付
は
Ａ
５
。

審
査
講
評
で
、
「
脂
肪
質

が
良
く
、
肉
の
色
・
光
沢
が

素
晴
ら
し
い
。
和
牛
の
特
質

を
引
き
出
し
た
、
交
雑
種
と

し
て
は
申
し
分
の
な
い
枝

肉
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。

出
品
牛
全
体
の
平
均
枝
肉

重
量
は
５
５
７
・
９
㎏
（
去

勢
５
７
７
・
３
㎏
、
雌
５
３

５
・
２
㎏
）
で
、
３
等
級
以

上
比
率
は
８６
・
５
％
、
４
等

級
以
上
比
率
は
４８
・
６
％
だ

っ
た
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
。

最
優
秀
賞

瀬
戸
新
一
郎
（
神
奈
川
）

優
秀
賞
一
席

㈱
佐
藤
牧
場
（
栃
木
）

優
秀
賞
二
席

㈲
あ
く
つ
（
岩
手
）

農
畜
産
業
振
興
機
構
は
１０

月
２８
日
、
卸
売
業
者
や
小
売

業
者
（
量
販
店
、
食
肉
専
門

店
）
を
対
象
と
し
た
食
肉
販

売
動
向
調
査
結
果
（
２２
年
度

下
半
期
）
を
公
表
し
た
。
同

機
構
は
年
に
２
回
、
食
肉
の

取
り
扱
い
や
販
売
見
通
し
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
量
販
店
（
調
査
対
象
２０

者
）
で
は
、
上
半
期
（
４
月

〜
９
月
）
、
下
半
期
（
１０
月

〜
２３
年
３
月
）
と
も
に
、
輸

入
牛
肉
か
ら
国
産
品
へ
切
り

替
え
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

量
販
店
の
上
半
期
の
販
売

量
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
、

国
産
鶏
肉
以
外
の
全
て
の
区

分
（
国
産
・
輸
入
、
畜
種
）

で
「
減
少
」
の
割
合
が
多
か

っ
た
。
特
に
輸
入
品
は
、「
現

地
価
格
の
高
騰
」
「
内
食
需

要
の
減
少
」
な
ど
を
要
因
に

減
少
が
顕
著
と
な
っ
た
。

牛
肉
の
取
り
扱
い
の
他
品

種
な
ど
へ
の
切
替
え
の
実
績

は
、国
産
品
は
い
ず
れ
も「
変

更
な
し
」
が
約
８
割
を
占
め

る
一
方
、
輸
入
牛
肉
は
「
変

更
な
し
」
が
５０
％
に
と
ど
ま

り
、
国
産
品
や
国
産
豚
肉
へ

の
変
更
が
あ
っ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
「
輸
入
牛
肉
の

値
上
が
り
」
「
売
れ
行
き
低

迷
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

下
半
期
の
販
売
量
の
見
通

し
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
国

産
豚
肉
及
び
国
産
鶏
肉
を
除

い
て「
減
少
」が
最
も
多
い
。

特
に
輸
入
品
の
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
輸
入
牛
肉
、
輸
入
豚

肉
、
輸
入
鶏
肉
と
も
に
「
仕

入
価
格
上
昇
分
の
価
格
転

嫁
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
特
売
回
数
の
減
少
」
「
他

畜
種
へ
の
需
要
シ
フ
ト
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

牛
肉
の
取
り
扱
い
の
他
品

種
な
ど
へ
の
切
替
え
の
見
通

し
は
、
国
産
品
は
い
ず
れ
も

「
変
更
な
し
」
が
７
割
以
上

を
占
め
る
一
方
、
輸
入
牛
肉

は
「
変
更
な
し
」
が
５５
％
に

と
ど
ま
り
、
国
産
品
や
国
産

豚
肉
、
輸
入
豚
肉
へ
の
変
更

が
見
通
さ
れ
て
い
る
。
理
由

は
上
半
期
と
同
様
だ
っ
た
。

食
肉
専
門
店
を
対
象
に
同

様
の
調
査
を
実
施
（
同
６４

者
）
。
量
販
店
に
比
べ
て
和

牛
の
取
扱
割
合
が
高
く
、
輸

入
食
肉
の
取
扱
割
合
は
低

い
。
他
品
種
な
ど
へ
の
切
替

え
に
つ
い
て
は
、
上
半
期
実

績
、下
半
期
見
通
し
と
も
に
、

お
お
む
ね
変
更
な
し
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
１１
月

１
日
、
東
京
食
肉
市
場
で
２２

年
度
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し

た
。
交
雑
種
、
和
牛
そ
れ
ぞ

れ
１２
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

入
賞
者
と
最
優
秀
賞
受
賞

牛
の
成
績
概
要
は
次
の
と
お

り
。

・
交
雑
種
の
部

最
優
秀
賞

坂
田
弘
志

優
秀
賞

小
比
類
巻
正
幸

優
良
賞

坂
田
弘
志

最
優
秀
賞
は
２５
ヵ
月
齢
の

去
勢
牛
。
枝
肉
重
量
６
７
９

・
０
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
８７

㎠
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
、
格
付
Ａ

４
、
種
雄
牛
「
花
之
福
」
。

出
品
牛
全
体
の
３
等
級
以

上
比
率
は
９２
％
だ
っ
た
。

・
和
牛
の
部

最
優
秀
賞㈲

金
子
フ
ァ
ー
ム

優
秀
賞

同

優
良
賞

鎌
本

進

最
優
秀
賞
は
２９
ヵ
月
齢
の

去
勢
牛
。
枝
肉
重
量
６
０
２

・
０
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
９９

㎠
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付
Ａ

５
、
父
「
秋
忠
平
」
、
母
の

父
「
安
福
久
」
。

出
品
牛
全
体
の
４
等
級
以

上
比
率
は
９２
％
だ
っ
た
。

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育
事
業

農
協
は
１０
月
１１
日
、
宮
崎
ビ

ー
フ
セ
ン
タ
ー
㈱（
延
岡
市
）

で
第
３４
回
枝
肉
共
進
会
を
開

催
。
交
雑
種
部
門
に
１８
頭
、

和
牛
部
門
に
１２
頭
及
び
参
考

出
品
と
し
て
乳
用
種
２
頭
の

計
３２
頭
が
出
品
さ
れ
た
。

入
賞
者
と
最
優
秀
賞
受
賞

牛
の
成
績
概
要
は
次
の
と
お

り
。

・
交
雑
種
部
門

最
優
秀
賞

太
田
幸
雄

優
秀
賞

黒
岩

優

優
良
賞

㈱
重
冨
畜
産

最
優
秀
賞
牛
は
去
勢
で
２３

ヵ
月
齢
、
枝
肉
重
量
５
０
５

・
４
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
５４

㎠
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
５
、
挌
付
Ｂ

４
、
種
雄
牛
「
金
吉
幸
」
。

出
品
牛
全
体
の
３
等
級
以

上
比
率
は
７８
％
だ
っ
た
。

・
和
牛
部
門

最
優
秀
賞

前
原
牧
場
㈱

優
秀
賞

㈱
長
谷
部
牧

場

優
良
賞

同

特
別
賞

㈲
藤
原
牧
場

最
優
秀
賞
牛
は
去
勢
で
２９

ヵ
月
齢
、
枝
肉
重
量
６
２
５

・
２
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
９７

㎠
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
挌
付
Ａ

５
、
父
「
耕
富
士
」
、
母
の

父
「
真
華
盛
」
。

出
品
牛
全
体
の
４
等
級
以

上
比
率
は
１
０
０
％
だ
っ

た
。

岩
手
花
平
農
協
と
花
平
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
に

よ
る
乳
牛
共
進
会
「
２２
年
度

花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
」
が
１０

月
２２
日
、
同
農
協
構
内
で
開

催
さ
れ
た
。
３
年
ぶ
り
の
開

催
で
、
出
品
は
未
経
産
牛
４

部
門
に
２２
頭
、
経
産
牛
２
部

門
に
８
頭
の
計
３０
頭
。

各
部
門
の
第
１
位
の
中
か

ら
名
誉
賞
と
し
て
、
未
経
産

牛
の
部
は
宮
林
泰
之
氏
、
経

産
牛
の
部
は
鈴
木
稔
氏
の
出

品
牛
が
選
ば
れ
た
。
子
供
た

ち
に
よ
る
牛
の
引
き
付
け
コ

ン
テ
ス
ト
「
ひ
っ
ぱ
り
ま
シ

ョ
ー
」
（
１４
人
参
加
）
も
行

わ
れ
、
会
場
を
和
ま
せ
た
。

長
野
県
南
部
に
位
置
す
る

し

も

い

な

ぐ

ん

下
伊
那
郡
の
満
州
（
現
・
中

国
東
北
部
）
へ
の
開
拓
移
民

は
一
万
有
余
人
に
達
し
、
全

国
で
最
も
数
が
多
い
郡
だ
っ

た
（
「
拓
友
」
１
９
８
９
年

発
刊
）
。
終
戦
後
、
大
勢
の

引
揚
者
を
受
け
入
れ
る
に

は
、
郷
土
の
既
存
の
農
耕
地

は
狭
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

引
揚
者
は
緊
急
開
拓
事
業
に

よ
り
、
再
び
未
墾
の
原
野
に

立
ち
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

標
高
７
０
０
〜
８
５
０
ｍ

の
旧
・
大
島
村
西
山
の
村
有

林
と
一
部
民
有
地
の
開
放
に

よ
り
、
４６
（
昭
和
２１
）
年
、

満
州
引
揚
者
を
中
心
に
２５
戸

が
入
植
。
続
い
て
、
旧
・
山

ま

し

の
は
ら

吹
村
増
野
原
の
民
有
林
と
一

部
村
有
地
の
開
放
に
よ
り
、

４７
年
に
３０
戸
、４８
年
に
１０
戸
、

計
４０
戸
が
入
植
し
た
。
両
地

区
は
そ
れ
ぞ
れ
、
西
山
開
拓

農
協
、
増
野
原
開
拓
農
協
を

設
立
。
入
植
者

は
高
冷
地
で
の

様
々
な
悪
条
件

に
も
屈
せ
ず
、

開
拓
に
精
進
し

た
。両

農
協
が
近

接
し
、
か
つ
、
経
営
形
態
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
５５
年
、
合
併
に
踏
み
切

り
、
新
た
に
里
見
開
拓
農
協

を
設
立
。
経
営
の
協
同
化
を

図
り
、
生
産
力
の
増
進
等
を

目
指
し
た
。
新
農
協
の
主
体

事
業
は
果
樹
栽
培
だ
っ
た
。

病
害
虫
防
除
の
必
要
性
か

ら
、
各
地
区
に
共
同
防
除
施

設
を
導
入
し
た
ほ
か
、
共
同

選
果
場
を
設
置
し
て
、
果
実

の
有
利
販
売
に
努
め
た
。

現
・
松
川
町
大
島
の
「
増

野
自
治
会
会
所
」
の
敷
地
内

に
記
念
碑
が
あ
る
。
６５
年
１１

月
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

碑
銘
は
「
開
拓
記
念
碑
」
。

裏
面
に
は
、
碑
文
と
入
植
者

の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

碑
文
は
「
昭
和
二
十
二
年
緊

急
開
拓
地
と
し
て
増
野
原
五

十
七
町
六
反
余
の
原
野
の
開

放
を
受
け
引
揚
者
等
三
十
戸

入
植

こ
こ
に
全
国
開
拓
二

十
周
年
に
当
り
記
念
碑
を
建

立
す
る
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

他
の
戦
後
開
拓
地
で
は
、

厳
し
い
環
境
条
件
等
に
よ

り
、多
く
の
離
農
者
が
出
た
。

増
野
地
区
は
、
入
植
者
が
定

着
し
て
果
樹
栽
培
を
継
続
す

る
な
ど
、
戦
後
開
拓
の
成
功

例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

記
念
碑
付
近
の
広
大
な
斜

面
に
多
く
の
リ
ン
ゴ
畑
が
点

在
し
、
眼
下
に
は
南
ア
ル
プ

ス
連
峰
が
一
望
で
き
る
。
近

隣
に
は
、
観
光
者
向
け
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
が
あ
る
。

（
一
社
）
岩
手
県
開
拓
振

興
協
会（
野
原
修
一
理
事
長
、

１３
会
員
）
は
１０
月
１２
日
、
岩

手
郡
雫
石
町
長
山
の
「
岩
手

県
開
拓
記
念
公
苑
」
で
第
５０

回
拓
魂
祭
を
開
催
し
た
。
薄

曇
り
で
や
や
肌
寒
い
中
、
神

事
に
は
会
員
を
は
じ
め
、
雫

石
町
、
（
公
社
）
全
国
開
拓

振
興
協
会
、
全
日
本
開
拓
者

連
盟
、
全
開
連
の
開
拓
中
央

三
団
体
等
か
ら
、
総
勢
２０
名

が
出
席
し
た
。

こ
の
催
し
は
県
内
戦
後
開

拓
者
の
偉
業
と
苦
労
に
感
謝

と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
先
達
の
御
霊
を
慰
め
る

た
め
に
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
が
５０
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
。

神
事
は
同
公
苑
内
の
拓
魂

碑
前
に
て
盛
岡
市
内
丸
の
櫻

山
神
社
が
斎
主
と
な
り
、
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
、
執
り
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
盛
岡
市

繋
の
ホ
テ
ル
紫
苑
に
場
所
を

移
し
て
直
会
が
行
わ
れ
た
。

直
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

神
事
を
奉
仕
し
た
同
神
社
の

坂
本
広
行
宮
司
が
挨
拶
。
そ

の
後
、
祭
主
で
あ
る
野
原
理

事
長
が
挨
拶
を
行
い
、
「
第

５０
回
の
節
目
の
拓
魂
祭
が
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
２
年
の
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も

今
年
度
な
ん
と
か
開
催
で
き

た
こ
と
に
、
関
係
機
関
・
団

体
及
び
会
員
の
協
力
に
感
謝

を
述
べ
た
い
。
戦
後
入
植
し

て
７０
有
余
年
が
経
過
し
た

が
、
近
年
、
我
々
農
業
者
は

専
業
で
は
大
変
な

時
代
で
あ
る
。
兼

業
農
家
で
も
担
い

手
が
減
少
し
、
農

業
の
存
続
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

今
後
、
協
会
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
活
動
が
で
き
る
か

模
索
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
来
賓
と
し
て
全
国

開
拓
振
興
協
会
の
松
本
納
広

専
務
理
事
が
、
「
こ
れ
ま
で

の
我
が
国
の
農
業
発
展
は
皆

さ
ん
の
努
力
と
精
進
の
賜
物

で
あ
り
、
今
回
、
そ
の
功
績

を
改
め
て
感
じ
た
。
農
業
は

昨
今
、
問
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
開
拓
地
農
業
の
振
興

・
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら

支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
岩
手
県
開
拓
振

興
協
会
・
松
川
美
雄
副
理
事

長
の
発
声
で
献
杯
。
出
席
者

は
岩
手
の
戦
後
開
拓
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
歓
談

し
た
。

（
岩
手
県
開
拓
振
興
協
会
事

務
局
長

山
内
昌
宏
）

拓
魂
祭
に
出
席
し

た
方
々
。
前
列
の

右
か
ら
３
人
目
が

野
原
理
事
長

瀬
戸
氏（
神
奈川

）２
年
連
続

最
優
秀
賞

交
雑
雌
２４
ヵ
月
齢
、Ａ
５

東
日
本
地
区
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

交
雑

坂
田
氏
、和
牛

金
子
フ
ァ
ー
ム

ゆ
う
き
青
森
農
協
枝
肉
共
励
会

交
雑

太
田
氏
、和
牛

前
原
牧
場
㈱

宮
崎
乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会

第
５０
回
拓
魂
祭
を
開
催

岩
手
県
開
拓
振
興
協
会

輸
入
牛
肉
か
ら
国
産
品
へ
切
替
え

量販店

下
半
期
食
肉
販
売
動
向
調
査

長野県松川町・増野地区

「開拓記念碑」
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消
費
者
庁
は
１０
月
６
日
、

２２
年
度
の
「
消
費
生
活
意
識

調
査
（
第
２
回
）
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。
全
国
の
１５
歳

以
上
の
男
女
５
千
人
を
対
象

に
行
っ
た
も
の
。
食
品
ロ
ス

へ
の
意
識
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
食
材
は
野
菜
類
が
最
も

高
く
、
中
で
も
直
近
１
ヵ
月

で
捨
て
て
し
ま
っ
た
野
菜
で

は
モ
ヤ
シ
と
キ
ュ
ウ
リ
が
高

い
傾
向
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

「
食
品
ロ
ス
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
と
知
っ
て
い
る

か
」
は
、
「
よ
く
知
っ
て
い

る
」
が
２４
・
０
％
、
「
あ
る

程
度
知
っ
て
い
る
」
が
５７
・

１
％
と
、
合
わ
せ
て
８１
・
１

％
が
食
品
ロ
ス
を
認
知
し
て

い
る
。

年
代
別
に
み
る
と
、
６０
代

が
９０
・
７
％
、
７０
代
が
９０
・

６
％
、
５０
代
が
８０
・
６
％
の

順
で
認
知
度
が
高
い
。一
方
、

若
年
層
で
は
、「
知
ら
な
い
」

が
、
２０
代
が
３７
・
０
％
、
３０

代
が
２６
・
８
％
、
１０
代
・
４０

代
が
２２
・
７
％
の
順
で
高
く
、

若
年
層
で
認
知
度
が
低
い
傾

向
だ
っ
た
。

「
普
段
の
食
生
活
で
ま
だ

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
食
品

を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
か
」
は
、
「
あ
ま
り
な
い
」

が
５５
・
８
％
、
「
捨
て
た
こ

と
が
な
い
」が
２３
・
４
％
で
、

合
わ
せ
て
７９
・
２
％
と
、
８

割
近
い
。
一
方
、「
時
（々
月

に
数
回
）
捨
て
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
」
は
１８
・
６
％
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

「
食
べ
残
し
て
捨
て
た
こ

と
が
あ
る
時
の
理
由
（
複
数

回
答
）」
は
「
保
存
し
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
傷
ん
で
し
ま

っ
た
」
が
２３
・
９
％
、「
保
存

方
法
が
不
適
切
で
傷
ん
で
し

ま
っ
た
」
が
１８
・
８
％
、「
作

り
す
ぎ
た
た
め
食
べ
き
れ
な

か
っ
た
」が
１７
・
４
％
の
順
。

一
方
、
「
捨
て
た
経
験
が
な

い
」
は
３５
・
５
％
に
上
る
。

「
家
庭
で
捨
て
て
し
ま
い

が
ち
な
食
品
（
同
）
」
は
野

菜
類
が
３８
・
８
％
、
総
菜
類

が
１１
・
６
％
、
ト
ウ
フ
や
乳

製
品
な
ど
の
日
配
品
（
毎
日

店
に
配
送
さ
れ
て
く
る
、
賞

味
期
限
が
短
め
の
商
品
）
が

１１
・
０
％
な
ど
の
順
。

「
直
近
１
ヵ
月
の
間
に
捨

て
て
し
ま
っ
た
生
鮮
食
品

（
同
）」は
図
の
と
お
り
。モ
ヤ

シ
が
最
も
高
く
、
次
い
で
キ

ュ
ウ
リ
。
上
位
１０
位
の
う
ち

８
品
目
を
野
菜
が
占
め
た
。

「
食
生
活
の
中
で
「
も
っ

た
い
な
い
（
同
）」
を
意
識
し

た
と
き
」
は
、「
食
品
廃
棄
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
」
が

４３
・
６
％
、
「
期
限
切
れ
等

で
食
べ
ず
に
捨
て
て
し
ま
う

と
き
」
が
４０
・
６
％
な
ど
。

「
食
品
を
買
う
時
に
賞
味
・

消
費
期
限
を
意
識
し
て
い
る

か
」
は
、
「
消
費
予
定
に
関

係
な
く
な
る
べ
く
期
限
が
長

い
も
の
を
買
う
」
が
４７
・
３

％
、
「
消
費
予
定
が
近
い
も

の
は
期
限
の
短
い
商
品
を
買

う
」
が
２７
・
１
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
水
省
な
ど
が
推

奨
し
て
い
る
棚
の
手
前
か
ら

商
品
を
と
る「
て
ま
え
ど
り
」

に
つ
い
て
、
「
知
っ
て
い
て

実
践
し
て
い
る
」
が
２５
・
３

％
、
「
知
ら
な
い
が
実
践
し

て
い
る
」
が
８
・
５
％
だ
っ

た
。
実
践
し
て
い
る
人
は
３３

・
８
％
と
３
割
強
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

内
閣
府
は
１０
月
１４
日
、「
生

物
多
様
性
に
関
す
る
世
論
調

査
」
の
結
果
（
概
要
）
を
公

表
し
た
。
全
国
の
１８
歳
以
上

の
日
本
国
籍
を
持
つ
１
５
５

７
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
生

物
多
様
性
（
様
々
な
生
物
の

つ
な
が
り
）
の
認
知
度
は
向

上
し
、
生
物
多
様
性
を
守
る

た
め
、
地
元
の
食
材

を
食
べ
る
人
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
る
。

「
生
物
多
様
性
の

言
葉
の
認
知
度
」

は
、
「
言
葉
の
意
味

を
知
っ
て
い
た
」
が

２９
・
４
％
と
、
前
回

調
査
（
１９
年
）
か
ら

９
・
３
㌽
上
昇
し

た
。「
意
味
は
知
ら
な

い
が
、
言
葉
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
」

が
４３
・
２
％
（
１１
・

５
㌽
増
）
と
、
耳
に

す
る
機
会
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

年
代
別
に
み
る
と
、
「
言

葉
の
意
味
を
知
っ
て
い
た
」

は
、
１８
〜
２９
歳
で
、
他
世
代

よ
り
も
１５
㌽
以
上
高
い
。

「
生
物
多
様
性
保
全
活
動

へ
の
取
り
組
み
状
況
（
複
数

回
答
）」は
図
の
と
お
り
。「
生

産
や
流
通
で
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
抑
え
る
た
め
、
地

元
で
採
れ
た
旬
の
食
材
を
味

わ
う
」
は
前
回
調
査
か
ら
１８

・
０
㌽
減
だ
っ
た
も
の
の
、

最
も
高
か
っ
た
。
「
エ
コ
ラ

ベ
ル
な
ど
が
付
い
た
環
境
に

優
し
い
商
品
を
選
ん
で
買

う
」は
２４
・
０
㌽
減
だ
っ
た
。

年
代
別
に
み
る
と
、
「
地

元
で
採
れ
た
旬
の
食
材
を
味

わ
う
」
は
６０
〜
６９
歳
で
３７
・

２
％
と
最
も
高
い
。
「
環
境

に
優
し
い
商
品
を
選
ん
で
買

う
」
は
３０
〜
３９
歳
で
３２
・
９

％
で
最
も
高
か
っ
た
。

「
２
０
３
０
年
ま
で
に
陸

と
海
の
３０
％
保
全
・
保
護
へ

の
取
り
組
み
意
識
（
同
）
」

は
「
保
全
・
保
護
活
動
を
実

施
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
収
穫

さ
れ
た
農
作
物
な
ど
を
購
入

し
た
い
」
が
４８
・
０
％
と
最

も
高
く
、
次
い
で
「
保
全
・

保
護
に
熱
心
な
企
業
の
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
購

入
・
利
用
し
た
い
」
が
４７
・

２
％
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
で

貢
献
し
た
い
」
が
２０
・
７
％

だ
っ
た
。

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

９
月
２１
日
、
「
農
業
景
況
調

査
（
２２
年
７
月
）
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。
ス
ー
パ
ー
Ｌ

資
金
ま
た
は
農
業
改
良
資
金

の
融
資
先
の
う
ち
６
７
７
２

先
か
ら
回
答
を
得
た
。
２２
年

上
半
期
（
１
〜
６
月
）
の
生

産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ
は
全
業
種
で

過
去
最
低
水
準
と
な
っ
た
。

原
材
料
費
な
ど
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
業

景
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
し
て
い
る
。

上
半
期
の
農
業
景
況
Ｄ
Ｉ

（「
良
く
な
っ
た
」
の
構
成
比

か
ら
「
悪
く
な
っ
た
」
の
構

成
比
を
差
し
引
い
た
も
の
）

は
２１
年
実
績
か
ら
１３
・
３
㌽

低
下
し
、
▲
４２
・
９
だ
っ
た
。

２２
年
通
年
の
見
通
し
は
▲
５５

・
１
で
、
上
半
期
実
績
か
ら

さ
ら
に
１２
・
２
㌽
低
下
し
、

マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
す
る
見

込
み
と
な
っ
た
。

ま
た
、
上
半
期
の
生
産
コ

ス
ト
Ｄ
Ｉ
（
コ
ス
ト
が
「
下

が
っ
た
」
の
構
成
比
か
ら

「
上
が
っ
た
」
の
構
成
比
を

差
し
引
い
た
も
の
）
は
▲
８８

・
０
と
、
１９
・
９
㌽
低
下
し

た
。
全
業
種
で
大
幅
な
マ
イ

ナ
ス
値
で
、
過
去
最
低
水
準

と
な
っ
た
。

農
業
景
況
Ｄ
Ｉ
は
耕
種
で

は
、
稲
作
、
露
地
・
施
設
野

菜
以
外
の
全
業
種
で
低
下

し
、
す
べ
て
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
値
と
な
っ
て
い
る
。
畜
産

で
は
、
都
府
県
酪
農
（
▲
３９

・
５
↓
▲
８６
・
２
）
な
ど
で
、

全
て
悪
化
し
て
い
る
。

２２
年
通
年
の
見
通
し
は
、

耕
種
で
は
畑
作
（
▲
３０
・
７

↓
▲
６３
・
７
）
な
ど
で
特
に

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
見
込

み
。
畜
産
で
は
、
肉
用
牛

（
▲
５６
・
２
↓
▲
７１
・
３
）

な
ど
。施
設
野
菜
・
都
府
県
酪

農
以
外
の
全
て
で
下
落
を
見

込
ん
で
い
る
。

原
材
料
費
の
高
騰
は
、「
前

年
比
５０
％
以
上
増
加
」
が
、

耕
種
は
１８
・
１
％
、
畜
産
が

２２
・
２
％
と
、
と
も
に
１５
％

以
上
を
占
め
る
。

対
前
年
比
で
５０
％
以
上
増

加
し
た
個
別
の
原
材
料
の
割

合
を
み
る
と
、
肥
料
費
で
畑

作
が
３１
・
３
％
、農
薬
・
薬
品

費
で
は
耕
種
は
畑
作
が
４
・

８
％
、
畜
種
は
北
海
道
酪
農

が
４
・
４
％
な
ど
で
高
い
。

燃
料
費
は
施
設
野
菜
が
９
・

４
％
な
ど
で
高
く
、
飼
料
費

は
養
豚
が
３８
・
３
％
な
ど
で

高
い
。
そ
の
他
資
材
で
は
、

北
海
道
酪
農
が
８
・
４
％
な

ど
、畜
産
で
特
に
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
。

日
本
茶
の
国
内
消
費
量
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。
農
水
省

は
か
ね
て
よ
り
実
施
し
て
い

る
「
毎
日
お
茶
の
あ
る
暮
ら

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
秋
バ

ー
ジ
ョ
ン
を
展
開
。
秋
の
味

覚
と
日
本
茶
を
組
み
合
わ
せ

た
楽
し
み
方
を
募
集
し
、
消

費
者
に
向
け
て
情
報
を
発
信

し
て
い
く
。

募
集
す
る
の
は
、
①
日
本

茶
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
②

秋
の
味
覚
と
組
み
合
わ
せ
た

日
本
茶
の
楽
し
み
方
の
提
案

記
事
③
機
能
性
成
分
な
ど
お

茶
の
持
つ
魅
力
に
つ
い
て
の

記
事
や
動
画
―
な
ど
。
応
募

は
随
時
受
け
付
け
る
。ま
た
、

提
案
の
あ
っ
た
新
た
な
お
茶

の
楽
し
み
方
を
、
同
省
の
若

手
職
員
が
実
際
に
体
験
し
、

同
省
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
い
く
。

日
本
茶
の
消
費
拡
大
に
向

け
て
、
継
続
的
な
消
費
喚
起

が
望
ま
れ
る
。

農
水
省
は
１１
月
１
日
か

ら
、
２２
年
度
全
国
ジ
ビ
エ

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
る

（
来
年
２
月
２８
日
ま

で
）
。
野
生
鳥
獣
の

活
用
や
認
知
向
上
、

普
及
を
推
進
す
る
。

ジ
ビ
エ
（
野
生
鳥

獣
肉
）
を
も
っ
と
食

べ
た
い
、
と
い
う
意

識
を
消
費
者
に
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、

特
設
サ
イ
ト
で
、
フ

ェ
ア
期
間
中
ジ
ビ
エ
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
す
る
飲
食
店

や
ジ
ビ
エ
の
商
品
を
販
売

す
る
小
売
り
店
な
ど
の
情
報

を
提
供
す
る
。

同
省
が
公
表
し
て
い
る

「
捕
獲
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ

め
ぐ

利
用
を
巡
る
最
近
の
状

況
」
に
よ
る
と
、
シ
カ

は
捕
獲
頭
数
が
順
調
に

伸
び
て
い
る
も
の
の
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
の
鈍

化
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
２１
年
の
捕
獲
頭
数

は
１４
年
と
同
程
度
ま
で

落
ち
込
ん
で
お
り
、
畜

種
・
耕
種
と
も
に
様
々
な
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
捕
獲
の
強

化
が
望
ま
れ
て
い
る
。

景
況
Ｄ
Ｉ
１３.３
㌽
低
下

日本公庫

直
近
１
ヵ
月
の
食
品
ロ
ス
、野
菜
が
上
位

消費者庁

原
材
料
費
高
騰
な
ど
影
響

商
品「
て
ま
え
ど
り
」実
施
３
割
弱

内閣府調査 地元の食材で保全３割
「生物多様性」認知度アップ

秋
の
味
覚
と
の
楽
し
み
方
募
集

日
本
茶
と
暮
ら
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

有効利用・認知向上めざす
２２年度 全国ジビエフェア開催
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ミナミキイロアザミウマ（以下、同
虫）はメロンやホウレンソウ、ナスや
キュウリなどに被害を与える重要害虫
である。薬剤への抵抗性を持つ個体の
発生が問題となっており、農薬のみに
頼らない防除法が求められている。
そこで、静岡県農林技術研究所植物
保護・環境保全科（磐田市）はメロン
栽培での試験を行い、同虫を効率よく
誘殺する粘着トラップを民間企業と共
同で開発した。
方法
試験は２０２１年に同研究所内の紫外線
透過フィルム展張ハウスで行った。メ
ロンの供試品種は、アールスフェボリ
ットを１棟当たり３６株（１２株×３列）
植えとし、計６棟で試験した。
供試粘着トラップには、①青緑（濃
・試作品）②青緑（薄・同）③青（市

販品）を用い、２１年１０月１９～２２日の３日
間設置した。ハウスごとに３種類のト
ラップを相互に１．５ｍずつ離して畝ご
とに系統的に配置し、３反復設置（ハ
ウス×トラップ二元配置）した。設置
位置は下端が栽培ベッド面から１４５㎝
（メロンの先端付近）とし、粘着面を
南北方向に向けた。試験終了後、回収
トラップを実体顕微鏡下で観察し、誘
殺された同虫を計数した。
結果
青緑色の両トラップは、市販の青色
トラップと比べて誘殺数が多かった
（表）。また、青緑色の濃淡による有
意な差は認められなかった。
同研究所の先行試験で、青緑色粘着
トラップについて、複数のガラス温室
メロン栽培で同虫の誘殺数を比べた結
果、市販の青・黄色に比べて誘殺できた

数が多いことが明らかになっている。
また、同虫の抑制効果が確認されて
いる赤色光照射下に吊るした場合で
も、市販の青・黄色トラップよりも効
率的に誘引できることが確認されてい
る。このように、様々な条件下で青緑
色トラップの同虫の誘殺効果が確認さ
れている。
同研究所は、同トラップは植物の生
長点付近や栽培ベッド等に設置するこ
と、ほ場内の同虫の密度抑制を目的と
する場合は、１０ａ当たり１００～４００枚を
生育初期から設置することを留意点と
している。また、ネギアザミウマやミ
カンキイロアザミウマなど、同虫以外
のアザミウマ類やコナジラミ類、ハモ
グリバエ類に対する誘引性は低いた
め、これらも誘殺したい場合、既存の
青・黄色トラップも併せて設置する必

要があることも挙げている。
青緑色粘着トラップは、民間企業よ
り両トラップの中間の色合いで既に製
造、販売されており、５０枚１セットで
約３０００円で購入することができる。

農水省は、農産物の生産段階で発生
する温室効果ガス（GHG）を算定でき
る「温室効果ガス簡易算定シート（試
行版）」を作成し、９月１２日から公開
している。
同省が進める「みどりの食料システ
ム戦略」では、持続可能な食料システ
ムを作り上げることを目指している。
それには、フードサプライチェーン（農
林水産物を生産し、加工、流通、販売
により消費者に食品が届き、最終的に
廃棄されるまでの一連の流れ）全体で
脱炭素化を推進するとともに、取り組

みを可視化する必要がある。同省は２０
年度から「フードサプライチェーンに
おける脱炭素化の実践とその可視化の
在り方検討会」を開催し、生産段階で
発生する温室効果ガスを算定できる
「温室効果ガス簡易算定シート」の検
討を行ってきた。今回、当シートを試
行版として、関心を持つ生産者や地方
自治体などが利用できるようにした。
シートは、表計算ソフトが利用でき
るパソコン上で利用が可能。生産者が
生産段階で使う農薬・肥料等の資材投
入量や農業機械、施設暖房などのエネ

ルギー投入量等を入力するこ
とで、温室効果ガス排出量が
算定できる（図）。
地域の慣行農法を想定して
計算した排出量［標準値（都
道府県別または地域別）］と
比べることで、削減量や削減
率を算出することもできる。
分解しにくい形態の炭素を長
期間地中に貯めておくバイオ
炭の農地施用や、水田からの
メタン排出を減らす中干し期
間の延長による温室効果ガス
の削減効果も反映させること
ができる。
利用を希望する場合、同省のウェブ
サイトから利用者登録をすることで、

メールアドレスに操作マニュアルと併
せて算定シートが送られてくる。

農水省が１０月２８日に公表した２２年の
耕地面積（７月１５日現在）によると、
全国の田畑計の耕地面積は４３２万５０００
ha で、前年に比べ２万４０００ha（０．６％）
減少した。荒廃農地からの再生などに
よる増加があったが、耕地の荒廃、転
用等による減少が影響し、全体では減
少している。
田の耕地面積は２３５万２０００ha で、１
万４０００ha（０．６％）減少した。地域別に
みると、関東・東山は２７００ha（０．７％）、
九州は２６００ha（０．９％）、東北は２６００ha
（０．４％）とそれぞれ減少した。今年は
全地域で減少している。
畑の耕地面積は１９７万３０００ha で、１
万 ha（０．５％）減少した。地域別にみる

と、関東・東山は２６００ha（０．８％）、九
州は１６００ha（０．７％）、東海は１４００ha
（１．４％）それぞれ減少した。
畑の種類別面積では、普通畑は１１２万

３０００ha で３０００ha（０．３％）減、樹園地
は２５万８６００ha で４６００ha（１．７％）減、
牧草地は５９万１３００haで２１００ha（０．４％）
減となった。地域別では、北海道で普
通畑と樹園地が微増、沖縄で牧草地が
微増した以外はすべて同率または減少
している。

農水省は１０月１９日、２２年の果樹及
び茶の栽培面積（７月１５日現在）を
公表した。６年ごとに全国調査を実
施しているが、今年は主産県を調査
対象とした。果樹・茶ともに高齢化
による労力不足に伴う廃園などで、
多くの品目で栽培面積が減少した。
果樹のパインアップルを除き、栽培
面積の減少傾向が続いている。
《果樹》
調査を行った１５品目のうち、ブド
ウ、パインアップル、キウイフルー
ツ以外の１２品目で栽培面積が減少し
た。
ミカン
前年より８００ha（２％）減の３万

８１００ha。主産県別にみると、和歌山

が６０ha 減の７２００ha、愛媛が１２０ha 減の
５４３０ha、静岡が６０ha 減の５２９０ha など
となっている。
リンゴ
前年より５００ha（１％）減の３万６３００
ha。主産県別にみると、青森が１００ha
減の２万３００ha、長野が２１０ha 減の
７１２０ha、岩手が５０ha 減の２３３０ha など
だった。
ニホンナシ
前年より３００ha（３％）減の１万４００
ha。主産県別にみると、千葉が２０ha
減の１３２０ha、茨城が３２ha 減の８８２ha、
福島が６ha減の８２５ha などだった。
《茶》
前年より１１００ha（３％）減の３万

６９００ha。主産県別にみると、静岡が７００
ha 減の１万３８００ha、鹿児島が５０ha 減
の８２５０ha、三重が５０ha 減の２５９０ha な
どとなった。

表・写真ともに静岡県農林技術研究所
植物保護・環境保全科の資料から

各トラップの誘殺数（１８トラップの平均）
トラップ 誘殺数（頭）／トラップ 標準誤差

青緑（濃） １３９．６ａ１） ２７．９
青緑（薄） １７０．０ａ ３６．１

市販青トラップ １００．８ｂ １９．５
１）異符号間に有意差有（虫数を対数変換（log（ｎ＋０．５））後の二次配置分散分析後の Tukey―HSD検定、ｐ〈０．０５）

ミナミキイロアザミウマ 効率的に防除
青緑色粘着トラップ開発青緑色粘着トラップ開発

粘着トラップ

温室効果ガス簡易算定シート配布
農水省 脱炭素の「見える化」を

２２年果樹・茶栽培面積
田畑ともに減少傾向続く 多品目で減少

２２年耕地面積
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現在、輸入飼料の価格が高騰してお
り、国産飼料に置き換えが進むことが
望まれている。熊本県農業研究センタ
ー（合志市）は、育成期の乳用牛に籾
米サイレージと大豆かすを組み合わせ
て給与することで飼料費を１３％削減で
きることを明らかにした。
○方法
生後６～１４ヵ月齢の乳用ホルスタイ
ン種１２頭を供試。「対照区」に５頭、
「３０％代替区」に７頭を、いずれも８
ヵ月間の試験期間で順次供試していっ
た。試験区になるべく多くの頭数を供
試できるように割り当てた。両区とも
６ヵ月齢を迎えるまでは同センターの

慣行飼育で飼養。イタリアンライグラ
スとルーサン乾草を１：１で混ぜ、濃
厚飼料として市販の配合飼料を用い、
粗濃比が６：４になるように給与し
た。
対照区は６ヵ月齢以降も慣行飼育方
法のまま飼養、代替区は配合飼料の乾
物重量で３０％を籾米サイレージと大豆
かすで代替（籾米サイレージ２２．２％、
大豆かす７．９％）。ＴＤＮ、ＣＰ含量等
を表の値になるように飼料設計を行
い、毎週体重測定を実施。
調査項目は、嗜好性を調べるため残
飼料の測定による乾物摂取量の調査、
繫殖成績などとし、経済性の検討のた

め飼料費を試算した。
○結果
乾物摂取量は、６及び１１ヵ月齢時で
両区に差はなかった。１４ヵ月齢までの
３０％代替区は残飼もほぼ無かった。
繁殖成績は、１４ヵ月齢までの受胎率
は試験区が４２．９％と対照区よりも
９．６％高かったが、１５及び１７ヵ月齢まで
では同程度の成績だった。初回受胎率
・授精３回目までの受胎率・受胎月齢

・受胎までの授精回数で、両区に有意
な差はなかった。また、飼料費は６～
１４ヵ月齢までの間、トータルで対照区
と比べ、１３％削減することができた。
なお、試験終了後も、試験区の供試
牛に体調などに問題はなかった。

（一社）日本草地畜産種子協会は１０
月２１日、「草地難防除雑草駆除技術研
修会」と題してオンライン研修会を開
催した。雑草を減らす技術を紹介する。
◇人工衛星やドローンから雑草をピ
ンポイントで検知
北海道農政部生産振興局畜産振興課
の主査の山脇豪氏は、「ＩＣＴ活用牧
草生産実証事業」の取り組みを紹介。
雑草の防除をピンポイントで行える技
術（図）を、２つの共同研究機関と共
に道内で開発。実証の報告、今後の普
及について紹介した。
１つ目の研究機関の技術では、雑草

の色・形をＡＩ（人工知能）に画像認
識で学習させる。ドローンに学習デー
タを転送して空中防除できるほか、農
薬散布用の車両で防除ができる。雑草
を自動検出したデータは残るため、新
たな防除技術でもデータは有効活用す
ることができる。
雑草データを人工知能に学習させる
必要があるため、導入希望の場合は補
助事業などを活用したい。来年度以降、
駆除（農薬散布）も含めた形で、いず
れ全国で簡単に購入・導入ができる状
況を目指している。現状道内で販売さ
れているものは、雑草の検知が、１ha

当たり約１万円程度
でできる。
２つ目の研究機関

の技術では、人工衛星
・ドローンからピンポ
イント防除対象の雑
草検出と管内ほ場全
体の牧草、雑草、裸地
の繁茂率を「見える
化」する広域植生診断
の実証を行った。
実証の検出結果に基づき、ドローン
や産業用無人ヘリ、地上散布機、ブーム
スプレーヤーなどで防除・追播、鎮圧
まで実施。追跡調査で植生改善を確認
できた。広域植生診断では管内の植生
状況を把握し、草地の更新や難防除対
策に向けた情報共有に活用している。
一部道内先行の内容もあるが、全国
で利用することが可能。耕地面積では
なく撮影範囲１千 ha 当たり７万円か
ら利用できる。複数生産者での分割利
用も可能となっている。
◇多草種混播で雑草少ない草地を
ホクレン農業協同組合連合会畜産生
産部の主任技師の岩渕慶氏は、近年は

４０～５０年前に相手にしていた雑草とし
ぶとさが全く違うとベテランの生産者
に訴えた。反転・耕起だけでは防除で
きないことが多くなっている。
また、現在、寒い地域でもイグサが
勢力を増してきており、警戒が必要。
草地の排水性が悪い、あるいは雨が多
いと特に多くなるため、排水改良に努
めて防除する。
最後に、同氏は、ＴＭＲセンターの
データを基に、雑草の少なさから、複
数種の牧草を組み合わせて播種する多
草種混播を提案。欧州の実例から、牧
草それぞれ利用年限を区切っての使用
がカギである可能性を示した。

ここにきて暖かい日、寒い日と
日々の温度差が大きい。人も豚も
温度差で体調を崩しやすい時期で
あり、きめ細かな豚舎管理が必要
である。
地球温暖化を伝えるテレビ番組
で、千葉県館山市の沿岸でサンゴ
を見ることができ、周辺には熱帯
魚も泳いでいる映像が流れた。関
東の海であっても、海の中だけ見
ればはるか南の島、沖縄の海のよ
うである。南から黒潮によって運
ばれてきても、今までは越冬でき
なかったが、水温の上昇で越冬、
定着している。温暖化を身近に感
じる番組であった。様々な事象を
地球温暖化や異常気象だけでは整
理できないが、四季折々の風情、

季節を感じられる日本を未来に残
したいものである。
国内の豚のと畜頭数、生産量は
前年に比べ減少している一方で、
輸入量は前年比約１１０％となって
いるが、消費量は伸びておらず、
在庫が前年比２割増しで積み上が
っている。
総務省の家計調査で直近８月の
公表値では、２人以上の１世帯当
たりの豚肉購入量は１７９７ｇ（前年
同月比９４．８％）、購入金額は２６９１円
（同９９．５％）と、購入金額は前年
並みで、購入量は減少している。
スーパーに買い物に行くたびに
食料品が値上がりしている中、生
鮮品の値上げは顕著ではないもの
の、消費者は生活防衛のために購
入を減らしていることがうかがい
知れる。生産資材が高騰する中に
おいては、枝肉価格の一段の上げ
を望みたいところである。

（全開連参事 臼井靖彦）

地域の歴史は子供たちの学びの貴重
な資料となる。宮城県蔵王町は「北の
パラオ 絆をつくった人々」と題して、
戦後開拓農家の努力の足跡を後世に伝
える教材マンガを作成・公表した。
マンガの題材となった北原尾地区

は、蔵王町南部に位置しており、戦後、
パラオ（現在のパラオ共和国）を中心
に南洋群島からの引揚者が入植し、「北
のパラオ＝北原尾」と名付けた。マン
ガは、地元の歴史について自由研究の
宿題が出た小学生が、戦後開拓の歴史
に詳しい入植者を訪ねたことをきっか

けに、当時、村山格
一郎氏がリーダーと
なって北原尾を開拓
していく挑戦と苦労
を紹介。冷害に見舞われ作物が収穫で
きなくなっても諦めず、同町の牧場の
青々とした牧草地からヒントを得て酪
農を開始、「酪農の北原尾」と呼ばれ
るに至る歴史を描いている。
巻末には「北原尾のあゆみ」という
資料も付いている。希望者は、蔵王町
役場のスポーツ振興課から、ＰＤＦデ
ータを無料で受け取ることができる。

ドローンでの雑草検知・防除のイメージ

（一社）日本草地畜産種子協会の研修会資料から

表・写真ともに熊本県農業研究センターの資料から

試験用飼料を採食している乳用牛飼料組成（設計値） （％ＤＭ）

対照区 ３０％
代替区

ルーサン乾草 ３０．６ ３０．４
イタリアンライグラス ２９．２ ２９．０
市販乳用育成期配合飼料 ４０．２ ２８．４
籾米サイレージ － ９．０
大豆かす － ３．２
ＴＤＮ（可消化養分総量） ６７．３ ６７．４
ＣＰ（粗タンパク質） １８．２ １８．１
ＮＤＦ（中性デタージェント繊維） ２９．９ ３０．１
ＮＦＣ（非繊維性炭水化物） ２１．９ ２１．４
ＥＥ（粗脂肪） ２．３ ２．３

乳用牛育成期飼料コスト１３％削減
籾米サイレージと大豆かすで３割代替

ドローンで検知、除草役立ち
草地難防除雑草駆除技術研修会から

「酪農の北原尾」開拓のあゆみ マンガで紹介
北のパラオ 絆をつくった人々
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近年、飼料価格の高騰により、給与
方法の工夫と重量増加による生産性の
向上が課題となっている。
石川県農林総合研究センター畜産試
験場（宝達志水町）は、２０１７～１９年に
試験を実施し、肥育前期における粗飼
料給与方法が発育、血液性状及び枝肉
成績に及ぼす影響を明らかにした。な
お、先行試験で肥育前期に濃厚飼料の
増給開始月齢を早めても枝肉成績に影
響がないことを実証している。
方法
畜産試験場内で飼養している、黒毛
和種去勢牛（１０ヵ月齢）を１０頭供試し
た。
１０～１２ヵ月齢まで同場慣行の粗飼料
である輸入チモシー乾草を給与する
「対照区」に５頭、TDN粗飼料要求量
の１／２をチモシー、残りを稲WCS

（大豆かす添加でCP調整）とする「試
験区」に５頭の２区を設けた。
試験区の飼料給与は、濃厚飼料の増
給を早めた。１０～１２ヵ月齢の日増体重
を１．０㎏、１０ヵ月齢時点のTDN要求量
の粗濃比を４：６とし、２週間ごとに
濃厚飼料比率を５％高めることで、１２
ヵ月齢時点のTDN要求量の粗濃比を
２：８とした。１３ヵ月齢以降は、同場
慣行の飼養管理を行い、対照区は平均
約２８ヵ月齢、試験区は平均約２７ヵ月齢
で出荷した。
測定項目は、飼養成績（体重、飼料
摂取量、血液性状）、枝肉成績（と体
長、格付け）、肉質成績（水分、加熱
損失率、せん断力価、脂肪融点、筋間
脂肪の脂肪酸組成）とした。
結果
発育成績は、試験開始前及び肥育前

期終了時は両区間に有意差
はなかったが、肥育中期終
了時、肥育後期終了時及び
出荷時は試験区で有意に大
きかった（表１）。日増体重
は、肥育前期及び肥育後期
は両区間に有意差はなかっ
たが、肥育中期は試験区が
有意に高かった。血中
BUN濃度は、１８ヵ月齢で
試験区のBUN値が有意に
高値で推移したが、両区と
も正常範囲で推移した。
枝肉成績は、両区間に有
意差はなかった（表２）。
なお、試験区の出荷頭数が４頭となっ
ているのは、試験開始前から発育値が
著しく大きく、試験結果への影響が大
きかった牛を除外したためである。肉
質成績のうち加熱損失（肉を加熱した
時に汁が出て重量が減ること）は試験
区が有意に高かった。その要因として、
試験区は対照区より１ヵ月早く出荷し
ていたことが可能性として考えられ

る。試験区は早期出荷による牛舎回転
率の向上や飼料費の削減といった生産
性向上が期待できる結果となった。
同場は留意点として、肉質成績のう
ち加熱損失について試験区が有意に高
かったことから、稲WCS給与による
影響が考えられ、適正な給与量・期間
の検討が必要であることを挙げてい
る。

牛舎内はエサや水がある上に適度な
温度のため、ネズミにとって快適な環
境となる。ネズミが牛舎に生息すると、
飼料の食害、伝染病の媒介、牛舎環境
の破壊（壁に穴をあけるなど）、電気
配線がかじられることによる漏電や停
電、火災のリスクなど、様々な被害を
もたらす。
牛舎に侵入する主なネズミは、ドブ
ネズミ、クマネズミ、ハツカネズミの
３種類。いずれも夜行性で高い繁殖力
と運動能力を持っている。１ペアから
年間で５００匹以上に増えるため対策は

必須である。長崎県の資料などから、
牛舎への侵入防止の環境づくりや駆除
方法を紹介する。
環境の整備
飼料の管理を徹底しネズミのエサを
なくすほか、整理整とんをして巣の材
料になるようなもの（布や紙くずなど）
を片付ける。
侵入対策
はじめにネズミが通った痕跡である
ラットサイン（体の油分が壁などにこ
びりついた跡）やふん、かじり跡を見
つけ、侵入場所や通り道を特定する。

サインや見かけたネズミの種類の違い
によって対策は若干異なってくるた
め、種類の特定が重要である。３種の
ネズミの特徴は図の通り。

そ

○ハツカネズミ：急性殺鼠剤（シリ
ロシド）は有効だが、クマリン系薬剤
の効果は低い。わなによくかかり、特
にパチンコわなが効果的。
○クマネズミ：急性殺鼠剤（ノルボ
ルマイド、シリロシド）は有効だが、
クマリン系薬剤の効果は低め。警戒心
が強いためわなにかかりにくいが、粘
着トラップとパチンコわなが比較的効
果がある。
○ドブネズミ：クマリン系薬剤の効

果が大きい。警戒心が強いためわなに
かかりにくいが、パチンコわなは効果
が見込める。
殺鼠剤は天かすなど、ネズミが好む
エサに混ぜて、壁から１５㎝ほど離して
置く。また、手を添えて食べるため、
毒エサの大きさは適度な大きさとす
る。人のにおいに敏感なためビニール
の手袋を着用してエサを作る。ただし、
牛が誤って摂取してしまわないように
置き場所には注意が必要。
粘着シートを利用する場合、エサを
のせずに１ヵ所に複数枚置き、憶えら
れるのを防ぐため、夕方に仕掛けて翌
朝回収するように工夫する。

農畜産業振興機構は１１月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２２年９月分の交付金単価（確定値）
を公表した。乳用種と交雑種で標準的
販売価格が標準的生産費を下回ったた
め、引き続き交付が行われる。肉専用

種は３０都道県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が４万４５８．６円（前月は４万４４５２．８
円、確定値）、交雑種は２万１５５７．７円
（同４万３２６１．２円、同）。
前月分と比べると、両品種とも販売
価格が上昇した。飼料費などが増加し
ているものの、素畜費が大きく減少し
たため、交付金はともに減額となった。

政府は、薬剤耐性（AMR）対策に
係る全国的な普及啓発活動を推進す
るため、１１月を「薬剤耐性（AMR）
対策推進月間」と定めている。
AMRはAntimicrobial Res
istance の略で、薬剤耐性菌と
は「抗菌剤が効かない細菌」をい
う。抗生物質などの抗菌剤は、畜
産分野でも使用されている。使
用により増加した薬剤耐性菌
が、家畜の治療を困難にするだ
けでなく、畜産物などを介して、
人の感染症の治療を困難にする
ことが懸念されている。
農水省は、抗菌剤に頼らない
養豚生産の取り組みを紹介した
優良事例動画などをホームペー
ジで常時公開している。また、生
産者、獣医師、畜産関係者向けのリ
ーフレットを作成して、抗菌剤の「慎
重使用」の徹底を呼びかけている。
生産者は次の４つのポイントに取り

組むことが重要となる。
①感染症を予防する
飼養衛生管理水準の向上（施設内の
洗浄・消毒の徹底、十分な飼養スペー

スの確保、適切な栄養管理など）
により、感染症を予防する。
②家畜の状態を的確に把握す
る
家畜の異変に素早く気付ける
ように、毎日、飼育する家畜の
健康観察を行い、状態を的確に
把握する。
③獣医師に伝える
獣医師が的確に状況を把握

し、適切に診断できるよう、発病
後の経過、措置の状況、過去の感
染症の発生状況などの情報を伝
える。

④抗菌剤を正しく使用する
抗菌剤は獣医師からの指示に基づ

き、用法・用量、使用禁止期間などを
守って正しく使用する。

体長 体の特徴 ふん 行動場所 エサ頭胴長 尾長
ハツカネズミ

小型種
７０～９０㎜
程度

４５～１０５
㎜程度

通常は背面が灰茶褐色
腹面は灰色を帯びた白
色
耳は丸く大きい

米粒大 床面で行動
小さな隙間
に入り込む

雑食性
特に種実
類と昆虫
を好む

クマネズミ
大型種の
中
１５０～２４０
㎜程度

１５０～２５０
㎜程度
通常は体
より尾が
長い

通常は背面が灰茶褐
色、腹面が淡黄褐色
耳は大きいしゃもじ型

全体的に
細長い

長さ５～
１０㎜程度

木、壁、電
線に上る

植物性の
エサを好
む

ドブネズミ
大型種の
大
２２０～２６０
㎜程度

１７５～２２０
㎜程度
通常は体
より尾が
短い

通常は黄色味を帯びた
茶褐色黒色、灰茶褐色、
茶褐色、白斑、白色も
あり
耳は小さい

俵型

長さ５～
１０㎜程度

床面で行動
木登りは苦
手
水辺を好み
泳ぎが上手

肉雑食性
で動物質
を好む

長崎県の資料から

表１．発育成績
対照区 試験区

体重（kg） 試験開始前 ２９９．８±１８．６ ３０９．３±２８．１**
肥育前期終了時 ４７８．６±３７．１ ４６０．５±１９．１**
肥育中期終了時 ６６６．０±４０．０ ７３１．５±２２．４**
肥育後期終了時 ７６４．４±４２．５ ８３９．０±２２．８**
出荷時 ７９６．８±３１１１ ８５２．０±２４１１**

日増体量（kg/日） 肥育前期 １．１７±０．１４ ０．９８±０．２６**
肥育中期 ０．８９±０．０７ １．２１±０．１２**
肥育後期 ０．７０±０．１２ ０．７７±０．１１**

*p〈０．０５、**p〈０．０１
肥育前期：１０～１４ヵ月齢、肥育中期：１５～２１ヵ月齢、肥育後期：２２～２７ヵ月齢

表２．枝肉成績
対照区 試験区

出荷月齢（月） １２８．３±１０．６ １２７．３±１０．４*
枝肉重量（㎏） ５１６．３±１４．４ ５２６．４±１９．５*
ロース面積（㎝２） １６３．８±１２．０ １６５．８±１０．２*
バラ厚さ（㎝） １１８．０±１０．５ １１７．８±１０．７*
皮下脂肪厚さ（㎝） １１３．２±１０．６ １１２．６±１０．５*
歩留率（％） １７３．７±１１．７ １７４．２±１１．６*

等級 A５：４頭 A５：３頭
A４：１頭 A４：１頭

*p〈０．０５
※表１、２ともに石川県農林総合研究センター畜産試験場の資料から

黒毛
去勢出荷月齢を１ヵ月短縮可能黒黒毛毛
去去勢勢出荷月齢を１ヵ月短縮可能
肥育前期濃厚飼料増給＋稲WCSで

ネズミの種類の特定が重要
牛舎への侵入防止策

抗
菌
剤
の「
慎
重
使
用
」徹
底
を

１１
月
は
薬
剤
耐
性
対
策
推
進
月
間

乳用・交雑種で発動続く
牛マルキン９月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

外食需要の回復
や年末需要によ
り、相場上昇か

１０月の牛肉需要は期待されたほど回
復しなかったものの、荷動きは徐々に
活発化した。東京市場の各品種の枝肉
相場は、前月より値を上げた。
１０月の東京市場乳牛去勢Ｂ２の税込
み平均枝肉単価（速報値、以下同じ）
は１０６４円（前年同月比１０４％）となり、
前月に比べ１０２円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１１月の乳用種の全国出荷頭数は３
万２００頭（１０３％）で引き続き前年同月
を上回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】１０月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１５４１円（前年同月比１０７％）、Ｂ２
は１３６３円（１０９％）となった。前月に比
べ、それぞれ４６円、７９円上げた。
同機構は１１月の交雑種の全国出荷頭
数を２万６千頭（１１３％）と、引き続き
前年同月をかなり大きく上回ると予測
している。
【和去勢】１０月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３５２
円（前年同月比１０１％）､Ａ３は２１３１円
（１００％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ７１円、１１４円上げた。
同機構は１１月の和牛の全国出荷頭数
を５万１９００頭（９８％）と減少が続くと
見込んでいる。牛全体の出荷頭数は１０
万９７００頭（１０３％）で引き続き前年同月
を上回ると予測している。

【輸入量】同機構は１１月の輸入量を
総量で４万４９００ｔ（前年同月比１０５％）
と予測。内訳は冷蔵品１万６７００ｔ
（１０２％）、冷凍品２万８２００ｔ（１０８％）。
冷蔵品は、前年同月の米国産等の輸入

量が現地価格の高騰等によ
り少なかったこと等から、
前年同月をわずかに上回る
と予測。冷凍品は、前年同
月の米国産、カナダ産等の
輸入量が現地価格の高止ま
り等により少なかったこと
から、前年同月をかなりの
程度上回ると予測してい
る。
輸入品と国産品を合わせ
た出回り量は前年同月を下
回ると予測。１１月の期末在
庫量は前年同月を大幅に上
回る１６万７８００ｔ（１２０％）と
見込んでいる。

政府の「全国旅行支援」や新型コロナ
ウイルスの水際対策の緩和などによ
り、外食・観光需要が回復しつつある。
相次ぐ食品価格の上昇で消費者の節約
志向が高まっているものの、年末の最
需要期に向けて、各品種の相場は強も
ちあいの展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１２５０～１３５０円、和牛去勢Ａ４が
２３５０～２４５０円、Ａ３は２１００～２２００円で
の相場展開か。

鍋物需要や年末
需要で、相場は
底堅い展開か

１０月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６１９円（前年同月比
１１８％）、中物は６０２円（１２０％）となっ
た。前月に比べ、それぞれ１７円、２１円
下げた。上旬の上物価格は７００円を超え
る高値だったが、出荷頭数の増加に伴
い下落し、中旬以降は５００円台半ばで推
移した。月平均は、この時期としては
小幅な下げにとどまった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１１月は１４６万１千頭（前年同月比
９７％、平年比１００％）、１２月は１４７万７千
頭（９８％、１００％）と平年並みで推移す
る見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１１月の輸入量は総量で７万６９００ｔ
（前年同月比９８％）の見込み。内訳は

冷蔵品３万２４００ｔ（９５％）、冷凍品４
万４５００ｔ（１００％）。冷蔵品は、継続的
な北米における現地価格の高騰及び為
替相場の変動等から、前年同月をやや
下回ると予測。冷凍品は、スペイン産
及び米国産等の輸入量が多いと見込ま
れることから、前年同月をわずかに上
回ると予測している。
気温の低下に伴い、鍋物需要が高ま
っている。１１月は需要の端境期だが、
月末からは年末需要に向けた動きが活
発化する。出荷頭数が平年並みの予測
の一方、輸入量は円安や現地価格の高
騰などの影響により減少傾向が続くと
見込まれている。このようなことから、
国産品の引き合いは、底堅く推移する
と予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５９０～６２０円、
中物は５５０～５７０円での相場展開か。

生産費高でスモ
ール、素牛もち
あい圏で推移か

【スモール】１０月の全国２２市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が１万９８０１円（前
年同月比２１％）、Ｆ１（雄・雌含む）は
９万９７３円（５５％）だった。前月に比べ、
それぞれ４２２６円、２５７８円上げた。両品種
とも５ヵ月ぶりに前月を小幅ながら上
回った。
生産資材価格の高騰が長期化してい
ることから、スモール価格は弱もちあ
いで推移か。
【乳素牛】１０月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１２万３２４０円（前年同月比５２％）、Ｆ１去
勢は３５万２４７７円（９６％）だった。前月に

比べ、乳去勢は１万３３６６円下げ、Ｆ１去
勢は７４２８円上げた。Ｆ１去勢は北海道で
値を戻した。
両品種の枝肉相場の大幅な上げは見
込めないことから、素牛価格はもちあ
いか。
【和子牛】１０月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６４万５９６３円（前年同月比８５％）となっ
た。前月に比べ５９１７円下げた。７ヵ月
連続で前月を下回った。
例年、最需要期に向けた肥育牛出荷
で空いた牛房への導入が進む。今年は
生産資材価格の高騰で素畜費を抑える
動きから、子牛価格はもちあいか。
同機構は、優良肉用子牛生産推進緊
急対策事業の２２年１０月分の全国平均価
格を公表。前月に続き、乳用種で１頭
当たり３万円、黒毛和種は九州・沖縄
で同１万円の奨励金が交付される。

（一社）日本家畜人工授精師協会
は１０月２４日、２２年度第２四半期（４
～６月期）の「乳用牛への黒毛和種
の交配状況（速報）」を公表した。
黒毛和種の交配割合の全国平均は
４０．１％（前期比０．５㌽増、前年同期比
４．３㌽増）となった。北海道で上昇傾
向が継続し、全国平均を押し上げた。
北海道で２９．０％（前期比０．２㌽増、
前年同期比５．２㌽増）、都府県では
５４．０％（０．９㌽増、３．３㌽増）だった。
北海道は４期連続で上昇した。都府
県は２１年１～３月期以降、５０％台前
半で推移している。
都府県の黒毛和種の交配割合を地
域別にみると、東北４１．５％（前期比
１．２㌽増、前年同期比７．１㌽増）、関

東５５．６％（０．８㌽増、５．３㌽増）、近畿
６４．２％（０．２㌽増、４．２㌽増）、中四国
７４．２％（９．６㌽増、３．６㌽増）の４地域で
前期比、前年同期比ともに上回ってい
る。
延べ人工授精頭数をみると、北海道
で２３万３０５６頭（前期比２．０％増、前年同
期比６．８％減）、都府県で４万３４７２頭
（９．７％減、１２．７％減）となっている。
なお、性選別精液（乳用雌）の利用
割合（全国平均）は１８．４％（前期比０．２
㌽増、前年同期比０．９㌽減）と、ほぼ横
ばいで推移している。
黒毛和種の交配割合及び性選別精液
の利用割合から、乳用雄子牛の出生頭
数の減少傾向が継続すると見込まれ
る。

１０月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 670 689 303 312 120，092 121，335 396 389
Ｆ₁去 1，739 1，838 332 334 363，805 348，924 1，096 1，045
和去 1，365 3，180 330 328 752，503 744，268 2，280 2，269

東 北
乳去 － 1 － 235 － 96，800 － 412
Ｆ₁去 2 2 293 281 185，900 154，000 634 548
和去 2，308 2，931 323 319 656，873 659，082 2，035 2，069

関 東
乳去 2 44 294 337 77，000 313，925 262 932
Ｆ₁去 179 158 350 354 357，721 340，715 1，023 962
和去 820 880 323 310 704，566 690，304 2，179 2，230

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 93 58 280 308 626，953 712，174 2，239 2，312

東 海
乳去 6 5 283 275 217，617 238，040 769 866
Ｆ₁去 57 93 317 322 309，602 344，690 977 1，072
和去 245 408 262 274 647，088 671，245 2，470 2，447

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 382 463 261 268 759，138 757，608 2，906 2，824

中 四 国
乳去 56 72 279 283 152，193 166，589 545 589
Ｆ₁去 293 270 351 345 328，525 327，107 937 948
和去 527 857 302 298 612，901 611，582 2，029 2，050

九州・沖縄
乳去 7 6 307 286 125，243 152，167 408 532
Ｆ₁去 398 399 340 342 325，236 342，100 956 1，001
和去 8，961 10，903 300 302 618，847 617，529 2，065 2，047

全 国
乳去 741 817 301 310 123，240 136，606 409 441
Ｆ₁去 2，668 2，760 336 337 352，477 345，049 1，049 1，024
和去 14，701 19，680 306 307 645，963 651，880 2，111 2，123

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

乳用牛への黒毛和種交配４０％超
２２年４～７月期性選別は横ばい１８％
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